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外国人学者の招聘による集中講義 理 学 研 究 科
医学研究科・医学部教員を対象とした国際ファカルティ・
ディベロップメント推進事業
医 学 研 究 科
人間健康科学インターナショナルフォーラム 医 学 研 究 科
「遺伝リテラシー向上のためのプログラム /教材開発」事業 医 学 研 究 科
ネット動画サイトを利用した薬学最先端研究成果の紹介・
解説の学外への発信
薬 学 研 究 科
大学院学生のキャリアパス形成支援 薬 学 研 究 科
国際環境リスク管理教育・研究拠点整備事業 工 学 研 究 科
「魅力・活力・実力ある京都大学」を支える光・電子理工学
人材育成プログラム
工 学 研 究 科
専任教員によるアジア・アフリカ地域研究欧文出版助成 アジア・アフリカ地域研究研究科
ロンドン大学クイーン・メアリ （ーQueen Mary, University 
of London）との国際共同研究事業
情 報 学 研 究 科
研究会・セミナー等研究活動に関する情報発信事業 基 礎 物 理 学 研 究 所
ウイルス生命科学分野における国際人材育成教育プログラ
ムの構築
ウ イ ル ス 研 究 所






























































































































































































































































































































博士号，アメリカ光学会のJoseph Fraunhofer Award 
















































































































































































































藤井滋穂 地球環境学堂・学舎長とDave Hall 英国
レスター国立大学教務部長が，Susan Page 同地理





































































Ongwattanakul 教 育 工 学科副学科長，Gunn 
Kanatarntip財務教育学科副部門長，Dr. Bovornlak 
































島田洋子 准教授，西村文武 准教授，上田佳代 准教
授，松岡　譲 教授，藤森　崇 助教から研究内容の
紹介が行われた。最後に都市環境工学専攻研究室の
実験室を見学され，熱心な質問が交わされた。今後
のMahidol大学との交流推進に有益な一日となった。
 （大学院地球環境学堂・学舎）
タイ王国Mahidol 大学工学部長と５学科代表が本学を訪問
迎賓室での集合写真
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宇治キャンパスでは，10月25日（土），26日（日）に
「京都大学宇治キャンパス公開2014」を開催した。毎
年秋に行うこのイベントは，宇治キャンパスでどの
ような研究を行っているかを一般の方に広く知って
もらい，大学の研究活動への理解を得るとともに，
科学の魅力について考えてもらうことを目的として
開催している。18回目となる今年は「気になる科学
がきっとある！」をテーマに，どなたにも楽しんで
いただけるよう，そして科学に興味を持っていただ
く一つのきっかけになればと多くの公開ラボ等を実
施した。
宇治おうばくプラザきはだホールで行われた特別
講演会では，「洪水災害とダムの役割～世代を超
えて上手に使う・役立てる～」（角　哲也 防災研究
所教授），「おなかのなかの環境を覗いてみよう！」
（谷　史人 農学研究科教授），「これからどうする？
人工衛星に接近する宇宙ごみと地球に接近する小惑
星」（山川　宏 生存圏研究所教授）と題して行った。
また，24日（金）にはプレイベントとして工学研究
科の公開シンポジウム，25日には防災研究所，26日
には化学研究所および生存圏研究所の公開講演会を
行った。
公開ラボでは，災害時に生き延びる方法等のクイ
ズに答え，防災グッズをゲットするという「サバイ
バルクイズ」や，光学顕微鏡と電子顕微鏡を使って
身近な食べ物の構造観察を行う「ミクロな目で見る
身近な食べ物」など，普段は見ることができない研
究施設や実験室の公開などが行われ，たくさんの最
先端研究が紹介された。
地域のイベントとして，どなたでも楽しめる工夫
をこらしたプログラムに，毎年足を運んでくださる
方も増え，宇治キャンパスおよび宇治川オープンラ
ボラトリー会場あわせて3,300名を超える参加者が
秋の１日を楽しんだ。
 （宇治地区事務部）
宇治キャンパス公開２０１４を開催
公開ラボ「飛ばせ気球！見つめろ地球！
－空を診察して豪雨の予測に役立てます－」
公開ラボ「身近にあるプラズマの世界 
－蛍光灯から太陽まで－」
サバイバルクイズの様子
4324
京大広報 2014.12　No. 706
11月14日（金）に総合体育館（地下１階卓球場）にお
いて，平成26年度総長杯（卓球大会）が行われた。当
日は寒さを感じる気候であったが，昨年よりも２
チーム多い15チームが優勝を目指し，寒さを吹き飛
ばすほどの熱戦を展開した。試合の行方を見守る同
僚も，１球１球に一喜一憂しながら声援を送り続け，
その声援に応えるべくプレーヤーはポイントを重ね
ていった。終始おおいに盛り上がりをみせた大会の
決勝戦は，医学部附属病院チーム同士の対決となり，
日頃の練習成果を存分に発揮した「DMJ OB（代表
者：小椋淳平）」チームが，「放射線部（代表者：梶迫
正明）」チームを３対０で下し，見事に優勝した。試
合終了後の表彰式では，山﨑宏記 総務部人事課福
利厚生室長より優勝杯，表彰状，賞品が授与された。
平成２６年度総長杯（卓球大会）を開催
 （総務部）
宇治キャンパスでは10月29日（水）に，宇治市東消
防署の協力のもと，宇治市で震度６弱の地震（南海
トラフ地震）が発生したことを想定した，総合防災
訓練が行われた。
これは京都大学危機管理計画（地震編）に対応する
訓練に，地震時の安否確認・情報伝達の要素を加え，
負傷者や火災の発生等，現実的な想定のもと，組織
的な避難誘導・情報伝達を総合的にシミュレーショ
ンするものとなっている。教職員で組織する自衛消
防地区隊を中心に，その他の教職員，学生などキャ
ンパス全体で総勢1,000名以上が参加し，初期消火
や安否情報伝達，避難誘導，負傷者の救護，また避
難状況の集計等，様々な場面が設定され，参加者は，
各自の役割を確認しながら実践した。
避難完了後は，宇治市東消防署の指導による消火
器操作訓練も行い，参加者は熱心に説明を聞き，実
際に消火器を手に取って体験した。
また，今年度の防災訓
練では，宇治市東消防署
によるはしご車を使用し
た残留者（教員）救助活動
も行われ，実践さながら
の緊張感の中，貴重な体
験を得た。
訓練終了後には，宇治
地区世話部局長の岸本泰
明 エネルギー理工学研
究所長の挨拶，浦杉利彦 
宇治市東消防署長からの講評の後，消防署の方と自
衛消防地区隊を中心とした参加者との意見交換も行
われ，盛況のうちに終了した。
 （宇治地区事務部）
宇治キャンパスで総合防災訓練を実施
優勝した「DMJ OB」チーム 準優勝した「放射線部」チーム
消火器操作訓練
はしご車を使用した救助訓練
4325
京大広報 2014.12　No. 706
溜池良夫先生は，10月16日
逝去された。享年93。
先生は，昭和21年京都帝国
大学法学部を卒業された後，
ただちに法学部助手に採用さ
れ，同助教授を経て，同36年
京都大学法学部教授に就任された。昭和60年停年に
より退官され，京都大学名誉教授の称号を授与され
た。この間，昭和43年３月から同45年３月まで本学
評議員として，学内行政に尽力された。本学退官後
は，平成６年３月まで龍谷大学法学部教授を務めら
れた。
先生は，国際私法と両性平等など，国際家族法を
中心とする国際私法および国籍法の研究において，
諸外国の立法・判例・学説の比較法的検討を基礎と
した重厚かつ緻密な議論を展開され，この分野にお
けるその後の学問的発展の出発点となる業績を上げ
られた。また，立法においても，平成元年法例改正
と昭和59年国籍法改正に際しては，それぞれ法制審
議会国際私法部会委員，同国籍法部会委員として，
中心的役割を果たされた。さらに，京都家庭裁判所
家事調停委員および参与員，司法試験考査委員など
を歴任され，国際私法学会理事長，国際法学会理事
を務められた。
 （大学院法学研究科）
溜池　良夫　名誉教授
黒岩澄雄先生は，10月６日
に逝去された。享年88。
先生は，昭和28年３月東京
都立大学（現，首都大学東京）
理学部を卒業，同35年３月東
京大学大学院生物系研究科博
士課程を修了された。昭和36年10月東京大学理学部
助手を経て，同40年４月京都大学理学部附属植物生
態研究施設助教授，同48年10月同教授に昇任，同50
年４月より同施設長（任期２年）に通算４期就任され
た。平成２年３月京都大学を停年退官，京都大学名
誉教授の称号を授与された。
退職後は学校法人（創志学園と神戸創志学園）の理
事，愛媛女子短期大学副学長を務め，私学の発展に
も貢献された。
植物生態研究施設は，平成３年４月に改組により
廃止され，同時に発足した生態学研究センターの母
体の一部となったが，昭和55年日本生態学会総会で
の「生態学研究所設立について決意表明」以来，先生
は当生態学研究センター設立に大きく貢献された。
研究面においては，Monsi & Saeki（1953）の群落光
合成モデルを最も良く理解し，草本群落から縞枯山
（長野県）の針葉樹林などを対象とし，植物の物質生
産の研究分野の発展に大きく貢献された。特に葉層
の３要素（個葉の分布，傾角，方位）と日射の２要素
（入射角，強度）から植物個体の光合成量に与える影
響の研究を，理論と実験の両面から追求された。ま
た縞枯山の針葉樹林では，個体サイズと物質生産の
関係と，森林の動態（樹木個体の成長や枯死）とを結
びつけた先駆的な研究をされた。これらの業績によ
り昭和54年度日本農業気象学会賞が授与された。
 （生態学研究センター）
黒岩　澄雄　名誉教授
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名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に各氏の略歴，業績等を
紹介します。
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尾形幸生先生は，11月３日
逝去された。享年65。
先生は，昭和46年３月京都
大学工学部工業化学科を卒
業，同48年３月同大学院工学
研究科修士課程を修了，同50
年４月同博士課程に進学し，同56年５月に京都大学
工学博士の学位を取得された。
昭和57年３月名古屋工業大学工学部助手を経て，
平成元年４月京都大学原子エネルギー研究所助教授，
同７年４月に教授に就任された。平成８年５月には
組織改組によりエネルギー理工学研究所となり，エ
ネルギー利用過程研究部門を担当された。また，平
成20年１月より同25年３月まで研究所長として所内
の管理運営に努められ，研究所の発展に尽力された。
同年３月定年により退職され，同年４月に京都大学
名誉教授の称号を授与された。
先生は一貫して電気化学の分野で活発に研究を行
われ，特に，半導体電極の表面微細構造や光照射に
もとづく電気化学反応の制御に関して重要な成果を
残された。また，シリコンを電極とした電気化学反
応によるナノ・マイクロメートルスケールでの多孔
質構造制御など多様な表面微細構造形成法を開発さ
れ，電気化学的表面処理にもとづく構造形成機構の
解明に貢献するとともに，それらの工学的応用につ
いての展望を含めた優れた研究成果を公表し，多孔
質半導体の電気化学の発展に大きく貢献された。
 （エネルギー理工学研究所）
尾形　幸生　名誉教授
井上雄三先生は，11月１日
逝去された。享年94。
先生は，昭和21年９月京都
帝国大学農学部農林化学科を
卒業後，同26年10月より京都
大学農学部助手に採用され，
同32年10月化学研究所へ移られた後，同33年４月京
都大学より農学博士の学位を授与された。昭和37年
1月化学研究所助教授,同48年３月同研究所教授に昇
任され，植物化学研究部門を担当された。昭和58年
４月１日停年により退官され，京都大学名誉教授の
称号を授与された。
先生は，永年にわたり天然物化学，有機立体化学，
生物有機化学の研究と教育に邁進され，不斉合成の
パイオニアの一人として，天然物の生理活性を有機
立体化学の観点から深く追究された。特に，除虫菊
の殺虫成分であるピレトリン類の殺虫活性が光学異
性に顕著に支配されていることを明らかにされ，こ
れを基盤とするピレトリンの化学は，今日の合成ピ
レスロイド系殺虫剤開発の基礎を築き，我が国の殺
虫剤工業会の発展に指導的役割を果たされた。これ
らの業績により，昭和34年４月，社団法人日本農芸
化学会より農芸化学賞を受賞された。また，当時，
黎明期にあった不斉合成について，その重要性と将
来性を看破され，カルベノイドを用いた数々の不斉
シクロプロパン化反応とその立体制御など，先駆的
研究を多数遂行された。その後，先生が予見された
とおり，不斉合成が有機化学における一大分野に発
展した。また，先生は，酵素反応をモデルとする不
斉反応にも取り組まれ，アルコール脱水素酵素に匹
敵する立体選択性を有するモデル化合物の開発に成
功された。これらの研究成果は生物有機化学の発展
に大きく貢献された。
先生は，教育の面においても優れた指導者として
実力を発揮され，多方面における人材育成に尽力さ
れた。これらの一連の教育研究活動，学会活動によ
り，平成６年勲三等瑞宝章を受けられた。
 （化学研究所）
井上　雄三　名誉教授
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芦田和男先生は，11月13日
逝去された。享年85。
先生は，昭和27年３月京都
大学工学部を卒業，直ちに建
設省（現国土交通省）土木研究
所に奉職，同36年６月に京都
大学工学部助教授に採用され，同年12月に工学博士
の学位を授与された。昭和37年４月に防災研究所助
教授に配置換になり，同40年４月教授に昇任され，
河川災害研究部門を担当された。その後，昭和46年
４月から退職されるまで砂防研究部門を担当され，
防災研究所附属穂高砂防観測所長を務められるとと
もに，同56年防災研究所長ならびに京都大学評議員
に任命された。平成４年３月停年により退官され，
同年４月京都大学名誉教授の称号を授与された。
先生は，土木工学分野および砂防学，地球物理学，
自然災害科学との境界領域において輝かしい研究業
績を著すとともに，多年にわたって研究・教育に従
事され，学生の指導，研究者の育成に尽くし，本学
に多大の貢献をされた。また，学外でも土木学会理
事，土木学会水理委員会委員長，砂防学会会長，自
然災害総合研究班代表者，国際学会・会議各種委員
の要職を務めるなど，学術研究の推進・環境整備に
尽力された。さらに，国，自治体などの審議会，各
種委員会においても重責を果たされた。これらの功
績により，瑞宝中綬章，全国治水砂防協会赤木賞，
土木学会著作賞，土木学会功績賞，日本河川協会河
川功労者表彰を受けられた。
 （防災研究所）
芦田　和男　名誉教授
岸本兆方先生は，11月７日
逝去された。享年87。
先生は，昭和26年京都大学
理学部を卒業，同31年理学研
究科地球物理学専攻を修了，
理学部講師（非常勤）を経て，
同32年４月理学部助手に採用された。その後，昭和
33年４月防災研究所助教授に昇任，同39年１月理学
部助教授へ転任，同40年４月防災研究所教授に昇任
された。地殻変動研究部門，微小地震研究部門，地
震予知研究センターの各主任を歴任される傍ら，鳥
取微小地震観測所，上宝地殻変動観測所，北陸微小
地震観測所の各施設長を務められ，平成３年停年退
官し，名誉教授の称号を授与された。
先生のマントル構造に関する13°および20°不連
続面の研究は，1950年代後半の地震学における我が
国の誇れる業績の一つである。また，先生は微小地
震の観測研究においても先駆者的な役割を果たされ，
山崎断層テストフィールド計画では研究代表者とし
て地震，地殻変動，地質，地形，地球電磁気，地下
水などの研究分野の共同研究を積極的に推進された。
教育面では，大学院理学研究科の指導教官として
多くの大学院生の教育と研究指導を行い，後進育成
に努力された。
学外では，地震予知連絡会，日本学術会議地震予
知小委員会，測地学審議会などの委員を務められ，
地震予知研究計画の立案・審議やその推進に尽力さ
れた。
 （防災研究所）
岸本　兆方　名誉教授
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